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東
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
 

                                  

カ
レ
ン
ダ
ー 

  2 0 2 5 年 6 月 1 5 日 （ 日 曜 日 ） 第 0 2 3 5 号 

令和７年6月15日 

(日曜日) 

裏面もご覧ください 

 江藤 幸子 さん 作 

 

16
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

18
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

21
日
（
土
）
市
民
講
座 

健
康
講
話 

 
 
 
 
 

「
内
科
医
の
お
話
」 

23
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 
 
 

稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

25
日
（
水
）
ワ
ッ
ク
ス
清
掃 

26
日
（
木
）
呼
野
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

 
 
 

27
日
（
金
）
高
齢
者
サ
ロ
ン 

 
 
 
 
 
 

「
デ
ィ
ス
コ
ン
」 

 
 
 
 
 

市
民
講
座 

東
谷
シ
ネ
マ 

 
 
 
 
 
 

「
そ
し
て
父
に
な
る
」 

 
 
 
 
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

19
時
30
分
～ 

 
 
 

30
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 

１
日
（
火
）
市
民
講
座 

 
 
 
 
 
 

「
フ
レ
イ
ル
予
防
」 

2
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

４
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

7
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

８
日
（
火
）
市
民
講
座
「
フ
ル
ー
タ
ー
」 

9
日
（
水
）
集
団
検
診 

 
 
 
 
 

い
ち
ま
る
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

11
日
（
金
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

15
時
～ 

12
日
（
土
）
セ
ン
タ
ー
草
刈
り 

14
日
（
水
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 
 

15
日
（
火
）
市
民
講
座
「
モ
ル
ッ
ク
」 

 
 
 
 
 

6
月 

絵手紙教室 東谷市民センター和室 
6月27日【金】10時～お気軽にどうぞ 

7

月

 
 

 

 

今
年
の
四
月
よ
り
母
原
町
内

会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
松
岡
隆
司
で
す
。 

 

生
ま
れ
も
育
ち
も
母
原
で

す
が
、
高
校
卒
業
後
実
家
を
出

ま
し
て
、
農
繁
期
に
は
親
の
手

伝
い
に
帰
っ
て
き
て
ま
し
た

が
、
親
の
介
護
で
母
原
に
戻
っ

て
き
た
の
が
約
七
年
前
で
、
そ

の
後
町
内
役
員
の
方
よ
り
要
請

が
あ
り
、
町
内
の
お
役
に
立
て

る
な
ら
と
引
き
受
け
、
町
内
会

計
か
ら
公
民
館
長
、
町
内
活
動

等
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
役

員
に
な
っ
た
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
ま
り
活
動
も
な
か
っ
た
時

期
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
も
明
け

平
尾
台
観
光
祭
・
東
谷
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
イ
ベ
ン
ト
も
通
常

の
通
り
開
催
さ
れ
、
忙
し
く
も

あ
り
ま
た
楽
し
く
活
動
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。 

 

町
内
の
役
員
に
な
っ
た
頃

は
、
同
年
代
か
ら
年
上
の
方

は
わ
か
る
の
で
す
が
、
年
下

の
方
及
び
新
し
く
町
内
に

引
っ
越
し
さ
れ
て
来
た
方
等

が
分
か
ら
ず
、
名
前
と
顔
を

覚
え
る
が
苦
手
な
私
は
苦
労

し
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
町

内
活
動
等
に
な
る
べ
く
参
加

す
る
様
に
し
て
一
生
懸
命
に

名
前
を
覚
え
る
様
に
努
め
て

い
ま
し
た
。 

 

母
原
町
内
会
も
高
齢
化
が
進

東谷地区まちづくり
協議会 会長 
田村 章憲 

6月の絵手紙 

 

東
谷
地
区
の
田
植
え
も
大
詰

め
に
近
づ
き
、
い
よ
い
よ
暑
い

季
節
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

今
年
も
地
区
や
町
内
、
各
団

体
、
各
部
会
の
総
会
等
も
ひ
と

と
お
り
済
ん
だ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

東
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
は
、
新
役
員
も
揃
い
、
今

年
度
の
行
事
等
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

昨
年
の
反
省
点
を
踏
ま
え

て
、
東
谷
地
区
の
大
き
な
行
事

に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
見
直

し
、
ま
ち
協
役
員
、
平
尾
台
観

光
協
会
と
で
い
ろ
い
ろ
と
検
討

し
て
き
ま
し
た
。 

 
今
年
は
、
例
年
夏
に
行
わ
れ

て
い
た
「
平
尾
台
観
光
ま
つ

り
」
を
秋
の
10

月
18

日(

土)

に
、
ま
た
、
翌
10

月
19

日(

日)

に
「
東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。
２
日
間
の
開
催
で
、
東
谷

を
お
お
い
に
盛
り
上
げ
よ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ん
で
、
一
人
暮
ら
し
又
高
齢
者

の
み
世
帯
も
増
え
て
き
て
ま

す
。
元
気
な
高
齢
者
の
方
も
多

い
の
で
す
が
、
農
村
地
域
で
隣

近
所
の
付
き
合
い
が
ま
だ
し
っ

か
り
残
っ
て
い
る
の
で
ふ
れ
あ

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
で
見
守

り
活
動
は
や
り
や
す
い
地
域
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
若
い

人
が
勤
め
な
が
ら
町
内
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
様
な

体
制
つ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
に
公
民
館
の
老
朽
化

で
リ
フ
ォ
ー
ム
の
検
討
。
以
前

は
盆
踊
り
、
餅
つ
き
大
会
等
の

町
内
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

た
の
で
す
が
引
き
受
け
手
の
問

題
が
あ
り
、
で
き
る
な
ら
ば
復

活
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が

色
々
と
間
題
あ
り
役
員
並
び
に

母原町内会 
 会 長 

松岡 隆司 

 

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
余
談
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
先
日
、
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
、
長
嶋
茂
雄
さ
ん
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

有
名
な
言
葉
を
引
用
し
て
… 

六

月

二

十

二

日

（
日

）   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

親
睦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

町
内
会
の
皆
さ
ん
で
協
議
し
な

が
ら
解
決
し
て
い
き
た
い
思
い

ま
す
。 

 

最
後
に
、
令
和
七
年
度
八
年

度
の
二
年
間
、
東
谷
地
区
及
び

母
原
町
内
会
の
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

東

創

杯 

遊びに行ってみよう！ 

記念式典テープカットの様子 

約１年半の改装工事期間を終え、5月17日(土）、リニューア

ルオープンし、記念式典が行われました。その後、館内が公開さ

れました。プロジェクションマッピングで平尾台の紹介をした

り、ジオラマなども展示されており、平尾台のことをいろいろ学

べます。おでかけしてみませんか。 

東
谷
興
農
会 

体
育
館 

 
 

 
 

  

 地区団体役員の皆

さま、今年度も東谷

地区を一緒に盛り上

げて頂けますよう、

ご協力宜しくお願い

致します。 

 旧役員の皆さま、 
 お疲れ様でした  5月23日(金）、東谷地

区団体役員の歓送迎会が

開催されました。87名の

方が参加し、親睦を深め

ました。 

 Our Higashitani  

  Will Live 

   Forever！       

    ( 我が東谷は 

 永久に不滅です ) 
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 健康づくり部会では、いろいろなイベントを

行っています。 

①医師、薬剤師による年2回の健康講話 

 6月に東谷医院の白原院長によるお話と質疑

応答、年が明けて1月に薬剤師 の 平川先生によ

るお話と質疑応答を予定。 

※いずれの講話もわかりやすい資料をご提供頂    

 き、また日頃抱えている様々な疑問に答えて 頂

けます。是非質問してみてください。 

②食育講話 

 9月に山下様によるお話と質疑応答を予定。健康にとって大

切な食育のわかりやすいお話を聞くことができ ます。 

③ウォーキング 

 11月に呼野町内でのウォーキングを予定。 

昨年度は、初めて平尾台で実施しました。毎年、場所を変え て

東谷地区内でウォーキングを行っています。現在、5つのコー

スを用意しています。 

④グラウンドゴルフ 

 年が明けて2月に「まち協力ップグラウンドゴルフ」を予

定。今年度も是非多くの方のご参加を希望します。 

⑤絵手紙 

 毎月第4金曜日午前中に絵手紙教室を開催。是非教室へ。 

※健康にとって大切なこと。運動はもちろん大事ですが、そ れ

と同様かそれ以上に大切と言われているのは「人との コミュニ

ケーション」そして「社会の中での自分の存 在」だという見解

があります。 

          是非、センターでのイベントへご参加を! 

  

健康づくり部会 
町内委員 
河野 秀春 

今
年
の
三
月
末
日
を
も
ち

ま
し
て
小
倉
南
消
防
団
第
９

分
団
分
団
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
、
末
久
で
す
。 

 

在
任
中
は
、
地
域
の
皆
様

に
は
多
大
な
ご
尽
力
、
ご
協

力
、
そ
し
て
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

後
任
の
蜷
川
新
分
団
長

は
、
素
晴
ら
し
い
能
力
を
発

揮
し
、
９
分
団
を
発
展
さ
せ

地
域
の
皆
様
の
ご
期
待
と
信

頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
れ
ま
で
の
間
、
様
々
な

訓
練
や
災
害
現
場
で
の
対
応

な
ど
、
数
々
の
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
、
大
変
良
い
学

び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

分
団
員
同
士
、
そ
し
て
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
の

重
要
性
を
改
め
て
実
感
い
た

し
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
、
小
倉
南
区
の

消
防
団
活
動
が
、
ま
す
ま
す

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
一
町
民
と
し
て
地
域
の

安
全
を
守
る
心
意
気
を
持
っ

て
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
生
活
し
て
い
き
ま

す
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
皆
様
に
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
、
退
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

小倉南消防団 
第９分団前分団長 

末久 木儀 

  

 令和７年度の郷土資料館の歴史講座は郷土史家の溝口連氏の創作

民話を中心にご紹介していきます。 

 先日、第一回目として「めおとぼし」のお話をしました。明治期の井

手浦の若い男女の悲恋の物語です。溝口氏が昭和４９年に北九州市

が行った大規模な民族調査で地区の古老の方から聞き取りした話を

もとに創作したものが「めおとぼし」です。昭和５２年６月に創刊され

た「三谷昔語りをする会」会報の記念すべき第一号の中心記事として

掲載されました。 

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

6/6 ふれあい昼食会 

 特定健診 （集団検診）のお知らせ 
 ♦日時  ７月９日（水） 13：30～15：00 
 ♦場所  東谷市民センター 講堂 
 ♦対象  40歳から74歳の国民保健加入の北九州市民 
 ♦申込  インターネットまたは電話での事前予約が必要です。  
            ※先着順のため、定員になり次第受付終了   
     ・電話での予約（集団検診予約センター） 
        TEL 0570-783-077 または 093-953-6168  
  

 第二回目は６月20日（金）１３時～１４
時、東谷市民センター２F第一集会室で
開催します。今回も内容は溝口 連氏の

「虚無僧奇譚」です。平尾台に無数に存

在するくぼ地状の地形、（ドリーネ）の虚

無僧穴についての伝説をもとにした溝

口氏の歴史恋愛小説風の作品です。参
加ご希望の方は090-8604-4544

西田までｔｅｌもしくはショートメッセージ

でご連絡ください。参加は無料です。 

 
 
 子育て中の親子の気軽な相談相手や見守りなど、
地域でボランティア活動をしてくださる子育てサ
ポーターを養成します。４回以上受講された方は、
北九州市の子育てサポーター登録証をお渡ししま
す。 
◆日 程：6/26（木）、7/2（水）、7/9（水）   

         ７/17（木）、７/24（木） 全５回  
◆時 間：10時～12時  ◆受講料：無料   
◆会 場：小倉南生涯学習センター２F  
     特別会議室 
◆定 員：３０名（先着順） 
◆申込先：小倉南区役所コミュニティ支援課  

℡ 951-4115（岩元・前田） 

菅ん谷が舞台の中心で、 
井手浦林道奥の左の山中です。  今回のお話の舞台となった井手浦の地図 

正確な場所は確定できていませんが、上の写真のどちらかの谷筋の上の方

だと思われます。 

次回の舞台の虚無僧穴の 

ドリーネです。 

保護者と綱引き 

5月31日(土） 

石原町駅の自動販売機横と 

公衆電話ＢＯＸ横に看板設置 

綱引きには、保護者 対 児童の他、

卒業生 対 児童などがありました 

5/18 

5/30 

5/27 

東谷っちゃ体操 

まち美化にご協力を‼ 

保護者や地域の方も一緒に 
フォークダンス‼ 

楽しみました 


